
日時：2 0 1 9 年2月2 3 日 ( 土 ) 1 3 : 0 0～1 6 : 3 0 ( 開場 1 2 : 3 0 )

会場：コラッセふくしま 4 F 多目的ホール ( 福島県福島市三河南町1番20号)



【第1部 トークセッション】

昨年の10月と11月に開催されたふくしま“みち”さがし体験プログラムを
通して、現地を巡り感じた気づきをみなさまと共有します。

テーマ①「避難指示解除後のくらしを知る」
ファシリテーター:越智 小枝さん
東京慈恵会医科大学臨床検査医学講座 講師

テーマ②「地域産業の再生の可能性を考える」
ファシリテーター:開沼 博さん
立命館大学衣笠総合研究機構 准教授

【第2部 ワークショップ】

４ つ の ブ ー ス に 分 か れ 、 来 場 者 の み な さ ま と 一 緒 に 、
「未来に向かって、今できることは何か ？」を考えます。

1

はじめに

プログラム

震災からまもなく８年が経過する福島。

様々 な 地 域・ 分野 で 一 歩ず つ日 常 を 取り 戻す 取 組 み が
なされています。

「ふくしま“みち”さがし」では、その地を訪れてきました。
今回は、浜通りの浪江、富岡、楢葉の“みち”を探しました。

そこでの気づきを多くの方と共有し、これから進んでいく
“みち”をみんなで考えていきます。

みんなで考えるイベントは、 2 0 1 5年から毎年実施して
おり、今年で５回目になります。

* “みち”とは、これまで知らなかったことの“未知”と、これからの福島の“道”の意味。

* くるまざカフェ企画は2013年よりはじまり、くる、まざる等の意味が込められています。

- -



2

体験プログラムについて

昨 年 2 0 1 8 年 1 0 月 と 1 1 月 に 、 そ の 土 地 を 訪 れ て 知 り 、
これから進んでいく“みち”を一緒に考える体験プログラムを
実施しました。

詳細は
P 3へ

詳細は
P 1 3へ

- -
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福島市

南相馬市

浪江町

相馬市
福島駅

いこいの村なみえ

日程：2018年10月7日 (日 )～8日 (月・祝 )

行程：福島市→相馬市→南相馬市→浪江町→福島市

「浪江から避難指示解除後のくらしを知る」「浪江から避難指示解除後のくらしを知る」

3- -
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水産仲卸業を営む飯塚商店（屋号：丸合水産）三代目の飯塚哲夫さんからお話を伺いました。原釜港を拠点
とした仕事や、地元相馬への想い、本格操業ができない試験操業の中でも一般入札が再開された現在の状況
や未来への想いなどを、参加者のみなさまからの活発な質疑応答を交えながら、普段聞くことができないお話
を伺いました。

昼食は、市内のはまなす商店街にある「喰う処 報徳庵」にて、相馬で獲れたアジのフライ、カレイの煮つけをメイ
ンに、ご飯も相馬で収穫されたお米を使用した「相馬」づくしの定食を美味しくいただきました。

「相馬の魚は美味しいね」といってもらえることが、続けていく原動力になっています。

参加者の声

相馬市
************************

相馬の魚と
ふくしまの漁業

- -

みなさんにもぜひ
相馬のおいしいお
魚を食べてほしい
です！

消 費 者 と 直 接 結 び つ く 「 食 べ
る 通 信 」 の 取 組 み や 「 結 局 、
人 」 と い う 飯 塚 さ ん の 言 葉 が
印 象 に 残 り ま し た 。

（東京都50代男性）

相 馬 の 魚 は 本 当 に 美 味 し い と 、
自 信 と プ ラ イ ド を 持 っ て お ら
れ る こ と が 、 お 話 か ら 伝 わ っ て
き ま し た 。 「 食 べ る も の に 想 い
を の っ け る 」 と い う 言 葉 が と て
も 印 象 的 で し た 。

（福島県50代女性）

ま だ 厳 し い 状 況 の 中 、 打 開 策
と し て い ろ い ろ 仕 掛 け て い る
様 子 に 頼 も し さ を 感 じ ま し た 。
そ の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド に 、 地 元
へ の 愛 着 と 誇 り が あ る と い う
こ と が と て も 伝 わ り ま し た 。

（宮城県50代男性）
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南相馬市
************************

厩舎みちくさ
と

相馬牧場

- -

厩舎みちくさでは、様々な事情から被災した馬たちを預かっています。これまでの取組み、現在の状況、飼い主
さんの思いなどを伺い、獣魂碑に祈りを捧げました。お話を伺った後は、馬やポニーへの餌やりを体験しました。

震災前には180頭の牛を飼っていた相馬牧場では、酪農をあきらめる一方で、餌となる牧草の栽培を始めたこ
と、新たな取組みとして羊を飼い始めたことなど、少しずつ前を向いて歩んでいる現在の状況を伺いました。

牛や馬と向き合いながら一歩前に向かっている方がいます。

参加者の声

相 馬 牧 場 の 旧 牛 舎 で は 、
羊 が 飼 わ れ て い ま し た が 、
ま だ 数 が 少 な く 、 今 後 、 こ
れ が 何 百 頭 の 大 き な 羊
舎 に 成 長 す る 姿 を 夢 見 て
い ま す 。 牧 草 地 も 含 め 頑
張 っ て く だ さ い 。

（福島県６０代男性）

避 難 す る た め に 連 れ て い く
こ と が で き ず 残 し て い か な
け れ ば な ら な か っ た こ と は 、
自 分 の 子 供 を 手 放 し た よ う
で 断 腸 の 思 い だ っ た と 思
い ま す 。 そ の 可 愛 い 馬 た ち
を 育 て ら れ な か っ た 馬 主 さ
ん た ち の 気 持 ち は 如 何 ば
か り だ っ た か と 思 い ま し た 。

（福島県７０代女性）

厩 舎 み ち く さ で 見 た 獣 魂 碑 に 書 か れ
て い た こ と は 全 く そ の 通 り で 、 動 物 と
暮 ら し て い た 方 々 の お 気 持 ち を 思 う
と 言 葉 も 出 ま せ ん 。 今 、 力 強 く 前 を 向
い て お 話 く だ っ た お ２ 人 は 、 こ こ に 至
る ま で 大 き な 決 断 を し て こ ら れ た と
思 い ま す 。 ご 自 分 で 決 め た 道 を 歩 ん
で い る お ２ 人 か ら 力 を 頂 き ま し た 。

（福島県５０代女性）

きゅうしゃ
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浪江町
************************

大平山
請戸地区

- -

東北地方太平洋沖地震により発生した津波は、浪江町で15メートルの高さに達しました。浸水した浪江町請
戸地区、中浜地区、両竹（もろたけ）地区、棚塩地区では、津波によりほぼすべての建物が全壊、多くの死者・行
方不明者が出る被害をもたらしました。

大平山霊園では、浪江町の被災者の約6割を占める請戸地区を見ながら、請戸小学校の児童、職員全員が大
平山へ避難した時の様子や、避難のため行方不明者の捜索を中断しなければならなかった無念の想いをお聞
きしました。
請戸漁港では、現在行われている試験操業や魚の放射性物質のモニタリング、請戸漁港での本格操業による
水揚げの展望などについてお話を伺いました。

被災した請戸地区への鎮魂と、風評払拭に向けた請戸漁港の取組みへの想い。

参加者の声
請 戸 小 学 校 の 児 童 、 職 員 全 員 が 避 難
し 助 か っ た こ と が 本 当 に 良 か っ た と 思
い ま し た 。 避 難 す る と い う 決 断 を し た
こ と が 本 当 に 素 晴 ら し い と 心 か ら 思 い
ま し た 。 大 平 山 か ら 請 戸 漁 港 を 見 渡 せ
た り 、 漁 協 の お 話 を 伺 う こ と が で き た
り 、 個 人 で は な か な か で き な い こ と を
経 験 出 来 て 良 か っ た で す 。

（福島県５０代女性）

大 平 山 は 小 学 生 が 避 難 し
て 助 か っ た 山 だ と 伺 い 、 常
日 頃 か ら の 訓 練 ・ 判 断 力
の 大 切 さ 、 昔 か ら の 言 い 伝
え な ど も 先 輩 か ら 良 く 伺 っ
て お く 必 要 性 を 感 じ ま し た 。

（福島県７０代女性）

大 平 山 は 初 め て 行 き ま し
た が 、 請 戸 小 学 校 や 海 も
よ く 見 え て 、 当 時 の 小 学
校 の 生 徒 さ ん と 先 生 方
が 大 平 山 に 逃 げ た 賢 明
さ が よ く 実 感 で き ま し た 。

（福島県６０代男性）
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浪江町
************************

石井農園

- -

石井さんがエゴマ作りをはじめたのは、地元の人たちを元気にしたいという想いから。仮設住宅や復興住宅に
いる地元のおじいちゃんやおばあちゃんたちを誘い、小遣いの稼ぎになればとエゴマ油だけではなく、エゴマの
ジャムやラー油などの加工品を作り販売しています。浪江でエゴマの作付けをはじめたのは3年前。最初は2反
歩からはじめ、１町歩、2017年には2町歩 さらに福島飯坂で１町歩増やし、いまでは合わせて3町歩を作付け
しています。今後はもっと作付けする方を増やしたいと話されていました。

みんなでエゴマを作り、みんなで笑顔になり、健康になろうとはじめました。

参加者の声

え ご ま 油 に 行 き つ い た 発
想 と 力 に 移 行 で き る パ
ワ ー を 持 っ た 方 に 会 え て ワ
ク ワ ク し た 。 ” 浪 江 み ち の
駅 ” の 売 り に な る と 大 い に
期 待 ！ ！ 人 気 商 品 に な る と
思 い ま す 。

（神奈川県在住６０代女性）

浪 江 と 福 島 に も エ ゴ マ の 花 を
咲 か せ 、 そ れ を も っ と も っ と 広
げ よ う と 努 力 さ れ る 石 井 さ ん
の 姿 は 私 達 の 鏡 で す 。 是 非 、
地 元 の 復 興 の た め 見 通 し の
明 る い 事 業 を 拡 大 し て 明 る い
浪 江 地 区 に し て 下 さ い 。

（福島県７０代女性）

石 井 さ ん の 明 る さ 、 エ ネ ル ギ ー 、
バ イ タ リ テ ィ が 素 敵 で し た 。 こ う
い っ た 方 々 が 浪 江 の 強 さ に な っ
て い る の だ ろ う と 思 い ま す 。 楽 し
み な が ら 事 業 と し て も 着 々 と 育
て て ら っ し ゃ る の も 素 晴 ら し い と
思 い ま し た 。 エ ゴ マ の 収 穫 が 楽
し い 体 験 で し た 。

（宮城県５０代男性）

（神奈川県６０代女性）
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福島いこいの村なみえは、浪江町民の方がいつでも町に帰ってこれ

るよう「くつろぎと安心」「集いの場」を提供する宿泊機能を備え

た施設です。「町の復興」「観光まちづくり」「交流人口増大」の

発信拠点として、町民以外の方も宿泊、利用ができます。2018年6

月20日（水）にフルオープンしてから、あたたかい大浴場とフレッ

シュなお部屋、そして緑に囲まれた静かな環境に加え、懐かしく温

かいふるさと浪江を感じて、くつろぐことができます。

浪江町
************************

いこいの村
なみえ

浪江町
************************

まち・なみ・まるしぇ
キッチングランマ

- -

「まち・なみ・まるしぇ」にあるキッチングランマは、浪江町の皆

さんに元気になってほしいとの想いから、週4日、福島のお米を

使った定食とお弁当の販売をしています。

お店の名前は、平均６５歳のおばあちゃんたちが営んでいることか

らつけられました。これまで仮設住宅のおばあちゃんたちが作って

くれたかぼちゃ饅頭やシイタケご飯などを「美味しい！」と言って

ごちそうになると、笑顔と元気になるのを目の当たりにしたことが

お店を開くきっかけでした。こうしたおばあちゃんたちと一緒なら

やれるかもと一念発起し、食堂を開店しました。今回の体験プログラムでは、心がこもった朝食を美

味しくいただきました。

夕食は、田村市常葉町で川合精肉店を営み、日本バーベキュー協会

上級インストラクターの資格を持つ川合達也さん（たっちゃん）に

よるライブBBQを堪能しました。

ライブBBQとは、ただ焼くだけじゃない、素材と楽しさにこだわっ

たお肉屋さんの本格BBQで、お肉や野菜を「大胆に」「豪快に」焼

き、素材の持つ旨さを伝えながら、LIVE感のある「美味しい」「楽

しい」時間を提供していただきました。
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浪江町
************************

O CAFE

- -

震災後、生まれ育った浪江町のために何かしたい、でもそれが何か分からなかった、そんな時に震災にあった浪
江消防団を描いた「無念」という紙芝居に出会って、自分のやりたいことが見つかり、居場所ができたという岡
さん。震災から避難に至るまでの状況、避難後に浪江に戻ってきた時のこと、O CAFE（オ カフェ）を作った想い
などを伺いました。 O CAFEでは、紙芝居「無念」と浪江町の昔話である紙芝居「歯型の栗」を演じていただ
きました。紙芝居の合間には、コーヒーコーディネーターである娘さんが淹れたコーヒーと岡さん特製のお惣菜
を美味しくいただきました。

居場所がなくなってしまった浪江に、みんなが帰る場所を作りたい。

参加者の声

元 の 住 ま い に は 帰 れ な い 状
況 な が ら 、 C a f e と い う 形 で
自 ら と 家 族 の 拠 り 所 を 築 き 、
そ れ を と て も 自 然 な 形 で 地
域 の 活 力 に も 繋 げ ら れ て い
る 様 子 に 感 銘 を 受 け ま し た 。
ま た 、 訪 ね て み た い と 思 い ま
し た 。

（宮城県50代男性）

O C A F E に か け る 期 待 を
知 っ て 、 故 郷 に か け る 情 熱
だ と 感 じ 、 い つ ま で も 残 し て
ほ し い と 思 い ま し た 。 ２ つ の
紙 芝 居 も 実 際 に 体 験 さ れ た
話 な の で 、 後 世 に 伝 え て
い っ て 欲 し い と 強 く 思 い ま し
た 。

（福島県70代女性）

岡 さ ん の 紙 芝 居 の 語 り が 素 晴 ら
し く 、 震 災 当 時 の 限 界 を 超 え た
厳 し い 状 況 に 想 い を 馳 せ ま し た 。
本 や テ レ ビ で は か な わ な い 、 生
で 演 じ ら れ る 物 語 の 力 を 感 じ ま
し た 。 一 言 一 言 が 途 方 も な い 重
み を 感 じ ま し た 。

（東京都50代男性）
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浪江町
************************

ゲストハウス
あおた荘

- -

ゲストハウスあおた荘は人が集える場所です。管理人である和泉さんから、福島市に避難されていた浪江町の
方々のコミュニティーづくりのお手伝いをしていたときのお話や、いろんなボランティア活動やイベントに参加して
いたときのお話を伺いました。

これまで見えてきた課題から人が集える場所の必要性を感じ、住民と若い人（学生やボランティアなど）が交流
をしながら、コミュニティースペースを兼ねた宿泊ができるゲストハウスとして、「ゲストハウスあおた荘」 を作り
ました。現在は、浪江に関心がある若者と町民の方々を繋げて、やってみたいことを実現していくお手伝いをして
いるとのことです。

人が集まれる場所がないと何も始まらないし、何も生まれない。

参加者の声 若 い 人 達 が 、 浪 江 に 魅 力
を 感 じ て 移 り 住 み 、 生 き
生 き と 活 動 さ れ て い る 様
子 を 嬉 し く 思 い ま し た 。 反
面 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 の
宿 泊 所 が な か っ た り 、 賃
貸 物 件 が な い と い っ た 話
を 聞 き 、 行 政 の サ ポ ー ト
が 必 要 と 感 じ ま し た 。

（宮城県50代男性）

ど こ に も な か っ た 居 場 所 を 、
若 い 皆 さ ん で 作 り 上 げ 、 良 い
感 触 を 得 ら れ て お ら れ る と の
こ と で 、 こ れ か ら ５ 年 、 １ ０ 年 、
２ ０ 年 と 長 い ス パ ン で 対 応 す
る こ と で 、 大 き な 成 果 が 得 ら
れ る こ と は 間 違 い な い と 思 い
ま す 。 ま た 寄 せ て い た だ き ま
す 。

（福島県70代女性）

和 泉 さ ん や 小 林 さ ん の 若 い お 二 人
の 話 を 聴 い て 、 新 し い 若 い 人 達 の
移 住 が 、 こ れ か ら の 浪 江 町 を 支 え て
い く の で は な い か と 感 じ ま し た 。 ま
た 、 大 学 生 や ボ ラ ン テ ィ ア の 熱 意 な
ど か ら も 支 え ら れ て い く こ と で し ょ う 。

（福島県60代男性）
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くるまざ

と

振り返り

- -

くるまざでは、福島県庁総務部主幹兼総務課（元・浪江町復興推進

課）の玉川さん、浪江町役場産業振興課産業創出係の小林さん、浪

江町役場産業振興課商工労働係（一般社団法人まちづくりなみえ事

務局次長）菅野さんをスピーカーとしてお迎えし、参加者の中村さ

んが高校生インタビュアとして、行政職員という立場から、震災当

時の対応や想いを交えつつ、浪江町の復興にかける取組みや現在の

状況を伺いました。

その後は、参加者を交え、今回の体験プログラムや今後の浪江町について、みんなで意見を交換しました。

今回参加 で き て 本 当 に 良 か っ た と 思 い ま す 。
大 平 山 か ら 海 を 眺 め る 。 あ の 請 戸 港 を の り 越 え 津 波 が 建 物 や 田 畑 を 飲 み 込 み 全 面 海 に な っ た こ
と 、 残 骸 と な っ た 廃 屋 を 目 に し た こ と 、 押 し 寄 せ る 津 波 の 実 感 が 伝 わ っ て き ま し た 。 ６ Ｋ ｍ 先 に 原
発 所 が あ り ま す 。 こ れ が “ 事 ” の は じ ま り 。 こ の 光 景 を 目 に す る 事 が で き て 良 か っ た と 思 い ま す 。
小 高 駅 に 立 ち 寄 り 、 以 前 は 閉 鎖 さ れ て い た 駅 に 列 車 が走 っ て い る 、 駅 の 駐 車 場 に 自 転 車 が い っ
ぱ い 止 め て あ っ た こ と 、 さ さ い な 事 で す が 、 少 し は 前 に 進 ん で い る の か と 思 い う れ し く な り ま し た 。

（神奈川県６０代女性）

復 興 を 考 え る 上 で カ ギ と な る ソ フ ト 面 を 担 う 多 く の 人 材 に 話 を 聞 く こ と が 出 来 る 貴 重 な 機 会 を い
た だ き ま し た 。 自 分 の 考 え を ま と め て 、 ど こ か で 発 信 し て い き た い と 思 い ま す 。 （東京都５０代男性）

私 は 初 め て 福 島 に 来 ま し た 。 地 震 か ら 約 ７ 年 経 ち 浪 江 町 に 来 て ビ ッ ク リ し ま し た 。 涙 が 出 ま し た 。
人が居ない事 、家がそのま まにな っ ている事 、 自分の目で見られた事が良かったです 。 （ 6 0代女性 ）

初 め て の 浪 江 で し た が 、 元 気 で 頑 張 っ て お ら れ る 方 々 に お 会 い し 、 力 強 く 思 い ま し た 。 参 加 者 と
も 交 流 で き 有 意 義 な ２ 日 間 で し た 。 機 会 が 有 っ た ら 又 参 加 し た い と 思 い ま す 。 （福島県６０代男性）

浜 通 り に は 何 度 も 来 て い ま す が 、 知 ら な い こ と や 見 た こ と が な か っ た も の に 触 れ る こ と が で き ま
し た 。 （埼玉県40代男性）

と て も 充 実 し た 時 間 を 過 ご す こ と が で き ま し た 。 避 難 解 除 後 の 楢 葉 町 や 富 岡 町 に は 、 帰 還 住 人
が 少 な い と 言 わ れ て い る 中 で 、 今 ど う な っ て い て 、 こ れ か ら ど う な ろ う と し て い る の か を 、 知 る こ
と が で き て 良 か っ た で す 。 今 後 も 見 続 け て 行 き た い と 思 い ま し た 。

（福島県60代女性）

参加者の声



note
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郡山市

楢葉町

広野町

郡山駅

Jヴィレッジ

富岡町

いわき市

日程：2018年11月10日 (土 )～11日 (日 )

行程：郡山市→富岡町→楢葉町→広野町→郡山市

浜通りから知る「地域産業再生の可能性」浜通りから知る「地域産業再生の可能性」

- -13
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富岡町
************************

夜の森桜並木
と

富岡駅周辺

- -

桜の名所、夜の森の桜並木周辺を見学しました。桜並木は約2.2キロにわたって続いており、その多くは帰還困
難区域に指定されているため、今なお立入が制限されています。

その後、富岡駅に移動。駅は津波で被災しましたが、売店や食堂が併設して再建され、2017年10月に運転が
再開されています。この日も常磐線から降りてくる人の姿がありました。駅の裏側では防潮堤、防災林、浜街道
など、津波等の防災・減災に向けたハード整備が今なお途上の状況にありました。

富 岡 の い ま を 知 る ～ 夜 の 森 の 桜 並 木 と J R 富 岡 駅 周 辺 ～

参加者の声
南 北 に 広 が る 浜 通 り の 方 々
に と っ て 、 そ の 結 び 手 と し て
発 展 し て き た 富 岡 町 の 復 興
は と て も 大 切 な こ と だ と お 話
を 聴 い て よ く わ か り ま し た 。
富 岡 駅 前 に も 地 元 有 志 の ホ
テ ル が 建 つ な ど 一 歩 ず つ 進
ん で い る 状 況 が あ り 、 嬉 し い
限 り で す 。 帰 還 率 ５ ％ と い う
富 岡 町 の 仕 事 お こ し が 進 む
こ と が 待 た れ ま す 。

（東京都６０代女性）

テ レ ビ の 中 で し か 見 た こ と
が な か っ た “ 立 ち 入 り 禁 止
区 域 ” の 看 板 を 実 際 に 見 て 、
あ ら た め て 現 実 だ っ た の だ
と 感 じ ま し た 。 美 し く つ く り
直 さ れ た 富 岡 駅 や 新 し く つ
く ら れ る 道 路 を 見 て 、 こ れ か
ら の 未 来 が ど う な る か 、 ま た
来 て み た い と 思 い ま し た 。

（東京都３０代女性）

夜 の 森 桜 並 木 で 歩 行 者 の 目 の
高 さ に 枝 が 伸 び 放 題 に な っ て い
る こ と に 気 づ い た 。 復 興 の 途 中
に い る こ と が 感 じ 取 る こ と が で
き た が 、 ３ ５ 年 に バ リ ケ ー ド が 解
除 さ れ る と い う こ と な の で 確 実
に 進 ん で い る こ と が 分 か っ た 。
春 に な り 、 桜 が 満 開 に な っ た と
き に 来 た い と 思 っ た 。

（福島県１０代男性）
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富岡町
************************

えびす講市

- -

富岡町の秋の伝統行事「えびす講市」は、五穀豊穣や商売繁盛を祈願するお祭りです。 1923（大正12）年に
始まり、震災以降中断していましたが、富岡町の復興を願う多くの地元住民や全国からの支援の声を受けて、
2017年11月に7年ぶりに開催しました。2018年は、みんなで「つくる」えびす講市。参加者は、思い思いに飲
食ブースで昼食をとり、合唱のステージや参加型コーナーなどのいろいろな催しに参加されました。

参加者の声 地 域 の 方 に と っ て 大 切
な え び す 講 市 の 復 活 、 う
れ し く 思 い ま す 。 地 元 企
業 の 出 店 も あ り 、 堪 能 で
き ま し た 。 今 後 、 ま ち に
若 い 世 代 が 戻 り 、 子 供
た ち の 笑 顔 が あ ふ れ る
え び す 講 市 に な る こ と を
願 い ま す 。

（福島県４０代女性）

富 岡 町 民 の 熱 い 想 い が 感
じ ら れ ま し た 。 来 場 さ れ て
い る 方 々 も 復 興 を 願 う 気
持 ち で 参 加 さ れ て い る こ
と を 感 じ る こ と が で き ま し
た 。

（福島県６０代女性）

屋 台 も た く さ ん 出 て い て 、 い ろ い ろ な 催
し が 行 わ れ て い た の で 楽 し か っ た で す 。
た だ 、 見 渡 す と 若 い 人 は と て も 少 な く 、
こ れ か ら 若 者 が も っ と 自 主 的 に 富 岡 の
た め に 何 か で き る か 、 何 を す べ き か な ど
を 考 え る 必 要 が あ る と 感 じ ま し た 。 お 昼
に 食 べ た い そ べ も ち や 、 極 上 プ リ ン に は
い つ も 食 べ て い る 物 の 何 十 倍 、 何 百 倍
も お い し か っ た の で 、 も っ と 多 く の 人 た
ち に 食 べ て も ら い た い で す 。

（福島県１０代男性）

富岡町
************************

株式会社ふたば

富岡駅の近くに本社がある株式会社ふたば。
社屋は富岡町の木で建築しました。代表取締役の遠藤秀文さんは、建設コンサルタントを経て、2007年に故
郷富岡にUターン。東日本大震災を経て、これまでどのような歩みで会社や事業を再開したか、また環境保全
や地域の再生をどう進めるか、これからの展望についてお話を伺いました。
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参加者の声

震 災 が あ っ た こ と は 不 幸 な こ と
で あ っ た け れ ど 、 そ の こ と に よ っ
て 新 た に 生 み 出 せ た り 、 チ ャ レ ン
ジ す る 事 が で き て い る と い う 言
葉 に と て も 納 得 し ま し た 。 遠 藤 さ
ん 、 佐 々 木 さ ん を は じ め 現 状 に
し っ か り 向 き 合 っ て チ ャ レ ン ジ し
て い る 姿 を 見 て 共 に 参 加 し た い
と 思 う 若 い 人 、 年 配 者 も 含 め て
増 え る と 良 い と 思 い ま し た 。

（福島県６０代女性）

社 会 コ ン サ ル タ ン ト を 目 指 す
と 語 ら れ た 遠 藤 さ ん が 、 福 島
か ら 世 界 に 新 し い 街 づ く り を
目 指 し た い と 意 欲 を 持 っ て
「 志 」 高 く 話 を し て 下 さ っ た
の が 印 象 的 で し た 。 佐 々 木 さ
ん も 将 来 を 見 据 え 、 行 政 だ け
で 出 来 る こ と は 限 ら れ て い る 。
民 間 の や る 気 を 支 援 し た い 、
と い う 姿 勢 は 素 晴 ら し い で す 。

（東京都６０代女性）

地 域 の 再 生 の 目 指 す と こ ろ
の 難 し さ を 感 じ ま し た 。 漠
然 と し た も の で な く 明 確 な
未 来 の 姿 を 示 す こ と は 行 政
の 役 割 だ と 思 い ま す が 、 先
が 見 え な い 現 状 で は 明 示
で き な い の も 納 得 で き ま す 。
１ ０ 年 後 の た め に 今 が 踏 ん
張 り ど こ ろ だ と 思 い ま し た 。

（福島県４０代女性）

トークセッションでは、開沼博さん、佐々木邦浩さん、遠藤秀文さん、そして参加者を交え、「地域における産業再
生の可能性」についてクロストークを行いました。

遠藤さんからは、富岡町内で有志で進めているぶどう栽培・ワイン造りの取組みと展望について、佐々木さんか
らは、廃炉産業のほか、ツーリズム・防災教育などソフト分野での可能性について、遠藤さんからは、廃炉後の
地域の将来像という長期的な視点で考える必要があるとのお話がありました。

トークセッション
地域における産業再生の
可能性について
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富岡町
************************

とみおかワイン
葡萄栽培クラブ

- -

とみおかワイン葡萄栽培クラブの遠藤秀文さんは、町の有志と共にワイン用葡萄を栽培されています。高齢者
でも栽培を通して生きがいを感じられるように、ワインを飲みながら地元の魚を食べるなどで地域の良さを実感
できるようにして、少しでも地域再生に貢献できたらと話されました。

参加者は、富岡町の太平洋を一望する小高い丘にある葡萄畑を見学し、素晴らしい景色に感激しながら、今後
葡萄畑になる場所の木や石を拾うお手伝いをしました。

ワ イ ン か ら 始 め る 魅 力 あ る 町 づ く り と 地 域 再 生 。

参加者の声

本当 に 大 変 と 思 い ま す が 、
ボ ラ ン テ ィ ア な ど も こ の
場 所 に 来 れ ば 、 楽 し く 応
援 可 能 と 考 え ま す 。 機 会
を 作 り 再 訪 し た い と 思 い
ま す 。

（福島県６０代女性）

季 節 的 な 問 題 も あ り 、 実
か 葉 は 見 る こ と が で き ま
せ ん で し た が 、 景 色 が 良 く 、
と て も 良 い と こ ろ で し た 。
木 や 石 を 拾 う 手 伝 い を 体
験 し ま し た が 、 今 後 そ の 場
所 に ぶ ど う が 植 え ら れ る と
思 う と 楽 し か っ た で す 。 あ
の 畑 で 育 っ た ぶ ど う を
使 っ た ワ イ ン を 成 人 し た ら
ぜ ひ 飲 み た い で す 。

（福島県１０代男性）

簡 単 で は な い こ と に 果 敢 に チ ャ レ ン ジ
す る 姿 に 感 銘 を 受 け ま し た 。 避 難 し て
い る 所 か ら ２ 時 間 か け て ぶ ど う の 世 話
を 続 け る の は 大 変 ご 苦 労 だ っ た と 思
い ま す 。 下 草 刈 り な ど ボ ラ ン テ ィ ア で
関 わ れ る こ と に 喜 び を 感 じ る 方 も 多 数
い ら っ し ゃ る と 思 う の で 、 今 回 の よ う に
ど ん ど ん ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 組 み 込 ん
で も ら い た い で す 。

（福島県４０代女性）
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楢葉町/広野町
************************

Jヴィレッジ

- -

参加者の声
Ｊ ヴ ィ レ ッ ジ が 再 開 し て ほ ん と う
に 良 か っ た で す 。 こ れ ま で の Ｊ
ヴ ィ レ ッ ジ が 果 た し て き た 役 割 に
初 め て ふ れ ま し た 。 こ れ か ら の 福
島 の 復 興 に と っ て な く て は な ら な
い も の で あ り 、 と て も 大 き な 役 割
を 担 っ て 行 け る 施 設 だ と 思 い ま
す 。 ス ポ ー ツ を 通 し て 、 県 民 を は
じ め 多 く の 人 の 健 康 作 り に 寄 与
で き る 施 設 と し て 発 展 し て ほ し
い と 思 っ て い ま す 。

（福島県60代女性）

Ｊ ヴ ィ レ ッ ジ が サ ッ カ ー 施 設
と し て の 本 来 の 機 能 を 取 り
戻 し た こ と を 嬉 し く 思 い ま す 。
サ ッ カ ー 以 外 の イ ベ ン ト も 多
種 多 様 に 企 画 さ れ て い て 、
新 生 Ｊ ヴ ィ レ ッ ジ の 可 能 性 を
感 じ ま し た 。 一 般 の 方 に も 広
く お 知 ら せ し 、 地 域 か ら 愛 さ
れ 人 が 集 う 復 興 の シ ン ボ ル
と な る こ と を 期 待 し て い ま す 。

（福島県40代女性）

素 晴 ら し い 施 設 に 驚 き ま し
た 。 県 民 や 企 業 が 積 極 的 に
活 用 で き る 施 設 だ と 思 い ま
す 。 浜 通 り の 復 興 の 拠 点 と
し て だ け で は な く 、 観 光 の 拠
点 と し て 、 ぜ ひ 来 年 ４ 月 以
降 に Ｊ ヴ ィ レ ッ ジ 駅 を 活 用 し
て 、 ま た 来 た い と 思 い ま す 。

（福島県60代女性）

Jヴィレッジの小野専務から、これまでとこれからのJヴィレッジについてのお話を伺い、施設内を見学しました。
お話では、事故収束の拠点時、サッカーグラウンドは駐車場や作業場、作業員の宿舎などになっていましたが、
2018年7月にトレーニング施設として再始動しました。2019年4月には駅も開業し、グランドオープンを予定し
ています。また今後のメディカルセンター再開についてのお話もあり、スポーツを通して地域の健康づくりに寄与
する可能性についてなど、参加者と意見を交換しました。

また賑わいを取り戻したい。原発事故収束の対応拠点から、Jヴィレッジ再開とこれから。
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楢葉町
************************

芋掘り体験

- -

担い手の高齢化や後継者の不足、作付けされない農地の増加などが全国的に課題になっている中で、楢葉町
では、新たな作物としてサツマイモ栽培を奨励しています。栽培を進める（株）しろはとファームの内田政樹さん
からお話を伺いました。楢葉町には、サツマイモの栽培に適した農地が多くあり、今年の収穫は順調で、今後は
さらに栽培面積を増やしていく予定とのことです。

体験プログラムとして生産現場であるサツマイモ畑を訪れ、芋掘りを体験しました。参加者みんなで、童心にか
えり、土の感触を確かめながら、楽しい時間を過ごしました。

地域再生として、新たにサツマイモの栽培に取り組んでいます。

参加者の声
楢 葉 町 か ら 未 来 の 農 業 を 発
信 す る と い う 思 い に 、 胸 を 打
た れ ま し た 。 逆 転 の 発 想 で 、
原 発 事 故 を 経 験 し た 福 島 だ
か ら こ そ で き る こ と が あ る と い
う 、 希 望 と 無 限 に 広 が る 可 能
性 を 感 じ ま し た 。

（福島県40代女性）

こ れ か ら の 農 業 の カ タ チ を 見 せ
て い た だ き ま し た 。 加 工 業 者 に 買
い 叩 か れ る 農 業 で は な く 、 一 緒 に
取 り 組 む 農 業 、 し か し 、 そ れ は 農
業 者 だ け の 努 力 で は 難 し い で す 。
楢 葉 町 の 取 組 み と 実 績 が 、 他 の
町 村 に も 広 が っ て ほ し い で す 。

（福島県60代女性）

宮 崎 県 か ら 移 住 さ れ た 方
が 、 薩 摩 芋 を 本 格 的 に 作
ろ う と い う 姿 に 感 激 し ま し
た 。 芋 掘 り の 機 械 を 目 近
に 見 る こ と が で き 、 貴 重 な
体 験 で し た 。

（東京都60代男性）
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楢葉町
************************

ならはCANvas

- -

みんなの交流館 ならはCANvasは、お茶飲みワークショップを何度も続け、そこで語られた町民の想いをもとに
設計された施設です。「人が集まり、みんなが出会い、交流する場」「まちの目印、復興の象徴となる場」「楢葉
らしさ、情報、震災の記憶を発信する場」「町内外、世代を問わず一人でも誰とでもゆっくり過ごせる場」として、
楢葉町の方だけでなく、地域、世代を超えて、活用されています。

参加者は、施設の説明を受けながら見学をし、温かい陽だまりの中、昼食をいただきました。

町 民 の 想 い を も と に つ く ら れ た み ん な の 交 流 館 で す 。

参加者の声

開 放 的 で ぬ く も り の あ る
造 り で 希 望 が 感 じ ら れ ま
し た 。 世 代 間 交 流 で き る
場 と し て 今 後 た く さ ん の
人 が 集 ま る 場 に な っ て も
ら い た い で す 。

（福島県４０代女性）

一 人 一 人 が 全 力 で “ な ら は ”
を 再 び も り 上 げ よ う と し て い
る 気 持 ち が 伝 わ っ て き ま し た 。
世 代 に 関 係 な く 利 用 で き る
施 設 は 数 少 な い と 思 い ま す 。
そ の よ う な 場 を 作 る こ と で 昔
の 話 を 聞 い た り 、 今 こ う な っ
て い る の だ と 話 し た り で き る
の で 良 い と 思 い ま し た 。

（福島県１０代男性）

町 民 と ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て 出 来
上 が っ た 施 設 、 そ の プ ロ セ ス が い
い で す ね 。 帰 還 し た 人 、 し な い 人 、
迷 っ て い る 人 の そ れ ぞ れ の 立 場 を
リ ス ペ ク ト し な が ら 「 悩 ん で も い い
よ 」 「 迷 っ て も い い よ 」 と 受 け 止 め
て く れ る 場 所 ・ 施 設 だ と 思 い ま し た 。

（福島県５０代女性）
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楢葉町
************************

木戸川

- -

楢葉町にあり、阿武隈山地を水源として太平洋に注ぐ木戸川は、震災前、7万～10万匹のサケが遡上する本州
でも有数の川でした。当日は、木戸川漁業協同組合によるサケの合わせ網漁を見学しました。

ふ化場長の鈴木謙太郎さんによると、震災後の2011年からしばらくは、稚魚の放流ができなかったそうです。
2018年は、遡上したサケは確認されたもので6147匹とのことで、自然ふ化で命を繫いできたものです。
2015年度から放流を再開し、今年は3百万匹ほど。サケが生まれ故郷の川に戻るまで4～5年、帰ってくるのは
およそ0.5％。美しい木戸川の自然環境とサケを大切にして、地域再生が進められています。

森、川、海がもたらす恵みを活かしながら地域再生を目指しています。

参加者の声
初 め て 漁 を や っ て い る 所 を 見 ま し た 。
間 近 で 見 た 鮭 は 、 歯 が 鋭 く 実 が 引 き
締 ま っ て い て 、 子 孫 を 残 す た め 、 生
き る た め に 必 死 な の だ な と 感 じ ま し
た 。 漁 は 高 齢 な 方 が 行 っ て い た の で 、
そ れ を 継 ぐ 若 い 人 が 必 要 だ と 感 じ ま
し た 。 し か し 皆 、 歳 を 感 じ さ せ な い く
ら い 元 気 で こ れ か ら も 若 い 人 に 負 け
な い 様 頑 張 っ て い っ て ほ し い で す 。

（福島県１０代男性）

鮭 が 元 の 川 に 戻 っ て く る
様 子 を 見 る こ と が で き て
感 激 し ま し た 。 木 戸 川 の
鮭 の 遡 上 は 浜 通 り の 大 き
な 魅 力 で す 。 「 見 て 感
動 」 「 食 べ て 感 動 」 と い う
の が 素 晴 ら し い 組 合 わ せ
で す ね 。

（東京都６０代男性）

合 わ せ 網 漁 を 見 せ て い た だ
き 感 謝 で す 。 漁 師 さ ん と 漁 協
の こ の ７ 年 間 の 苦 労 と 努 力
に 頭 が 下 が り ま す 。 サ ケ の 回
復 は も ち ろ ん 、 若 い 後 継 者 が
育 っ て 益 々 サ ケ 漁 が 活 発 に
な る こ と を 期 待 し て お り ま す 。

（福島県６０代女性）
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富岡町
************************

リプルンふくしま

振り返り

- -

参加者のみなさんで3つのグループに分かれ、今回の体験プログラムについて振り返りを行いました。

その後、グループの中で話されたことを他のクループに発表し、互いに感じたことを共有しました。

2018年8月にオープンした特定廃棄物埋立情報館リプルンふくしま

を訪問しました。

特定廃棄物埋立処分事業について、処分の進捗状況やモニタリング

結果、安全を確保するための取組みなどの最新の情報について解説

を聞きながら、様々な展示物を見たり触れたりしながら、理解を深

めました。

今 回 、 参 加 し た 理 由 で も あ る 「 ど ん な 状 況 な の か 」 「 ど ん な ふ う に 頑 張 っ て い る の か 」 を 見 る こ と
が で き て 満 足 で し た 。 触 れ 合 っ た 人 や 場 所 で は 、 皆 さ ん こ の 被 害 や 状 況 に 絶 望 す る こ と な く 、 前
向 き に 取 り 組 ん で い る こ と が 印 象 に 残 り ま し た 。 今 ま で は 他 人 事 と し て 考 え て い た 富 岡 や 双 葉 や
楢 葉 の 景 色 を 見 た こ と で 、 こ れ か ら は 自 分 が で き る こ と は な る べ く し た い と 思 い ま し た 。

（福島県10代男性）

原 発 付 近 の 浜 通 り の 現 状 を ま っ た く 知 ら な か っ た の で 、 と て も 良 い 経 験 に な り ま し た 。 体 験 型 の
見 学 も 多 く 、 実 際 に 触 れ る こ と が で き た の は 、 記 憶 に も 残 り や す く 、 何 よ り 新 た な 発 見 が 得 ら れ と
て も 良 か っ た で す 。 （福島県10代男性）

被 害 に 会 っ て も 、 キ ラ キ ラ し て い る 人 や 場 所 、 モ ノ が た く さ ん あ る 。 そ ん な こ と を ” み ち さ が し ” さ せ
て い た だ い た 。 福 島 県 の 課 題 は 、 日 本 中 が 抱 え て い る 課 題 。 「 社 会 コ ン サ ル テ ィ ン グ 」 「 社 会 貢 献
」 、 こ の 精 神 を 日 本 中 に 拡 め た い で す 。 （千葉県50代女性）

初 め て の 参 加 の た め 、 多 少 不 安 が あ り ま し た が 、 参 加 し て 本 当 に 良 か っ た と 思 い ま す 。 テ レ ビ 等
に よ り 、 浜 通 り の こ と は 知 っ て い る つ も り で い ま し た が 、 現 地 に 来 て み て 自 分 の 目 で み る こ と で 、
改 め て 、 今 後 も 継 続 し て 来 る こ と が 重 要 で あ る と 思 い ま し た 。 （福島県60代女性）

ぶ ど う 畑 で の 作 業 や 芋 掘 り 体 験 な ど 、 感 覚 を 伴 っ た プ ロ グ ラ ム が 満 載 で 、 よ り 記 憶 に 残 る 有 意 義
な ２ 日 間 と な り ま し た 。 地 域 再 生 の た め に 頑 張 る 方 々 の お 話 が 聴 け て 、 熱 量 を 肌 で 感 じ る こ と が
で き 、 と て も 刺 激 に な り ま し た 。 学 び の 機 会 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。 （福島県40代女性）

浜 通 り に は 何 度 も 来 て い ま す が 、 知 ら な い こ と や 見 た こ と が な か っ た も の に 触 れ る こ と が で き ま
し た 。 （埼玉県40代男性）
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